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わ
が
国
で
は
、
毎
年
約
九
、〇
〇
〇
件
を
超

え
る
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
私
た
ち
が
そ
の
成
果
に
実
際
に
触
れ

る
機
会
は
、
極
め
て
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
文
化
庁
で
は
、
近
年
特
に
注
目
さ
れ

た
発
掘
出
土
品
を
中
心
と
し
た
展
示
を
構
成
、

全
国
を
巡
回
さ
せ
、
国
民
が
埋
蔵
文
化
財
に

親
し
み
、
文
化
財
保
護
に
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
「
発
掘
さ
れ
た
日
本

列
島
」
展
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

の
展
覧
会
は
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
度
か

ら
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
一
年
度
は
全
国
五
会
場
の
う
ち
、

当
館
が
三
番
目
の
会
場
と
な
り
ま
す
。
展
示

会
場
は
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
（
平
成

二
一
年
六
月
二
〇
日
〜
八
月
二
日
）
を
皮
切

り
に
、
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
（
八
月

一
三
日
〜
九
月
二
三
日
）、
そ
し
て
一
〇
月
三

日
〜
一
一
月
九
日
ま
で
高
知
県
立
歴
史
民
俗

資
料
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
中
国
・
四
国
・

九
州
地
域
で
の
開
催
は
高
知
県
の
み
と
な
り

ま
す
。

そ
の
後
、
栃
木
県
の
さ
く
ら
市
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
―
荒
井
寛か
ん

方ぽ
う

記
念
館
―
（
一
一
月
二
〇

日
〜
一
二
月

二
七
日
）、

愛
知
県
の
安あ
ん

城じ
ょ
う

市し

歴
史
博

物
館
（
平
成

二
二
年
一
月

一
六
日
〜
二

月
二
八
日
）

と
巡
回
し
て

い
き
ま
す
。

東
京
都
江

戸
東
京
博

物
館
で
は
、 

五
四
、六
七
六 

人
の
観
覧
者

が
あ
り
ま
し

た
。当

館
で
は

平
成
八
年
度

（
一
九
九
六
）

と
平
成
一
六

展示される鳥形埴
はにわ

輪　和歌山県岩
いわ

橋
せ せ ん

千塚
づか

古墳群大日山35号墳
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催
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年
度
（
二
〇
〇
四
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
回
で
三
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
約
三
万
年
前
の
旧
石
器
時
代

か
ら
一
五
〇
年
前
ま
で
の
近
代
に
至
る
二
〇

遺
跡
、
約
六
一
〇
点
の
出
土
遺
物
や
パ
ネ
ル

を
展
示
し
ま
す
（
六
頁
参
照
）。

ま
た
「
特
別
史
跡
平へ
い

城じ
ょ
う

宮き
ゅ
う

跡せ
き

第
一
次
大だ
い

極ご
く

殿で
ん

」
と
題
し
、
テ
ー
マ
展
示
も
行
な
わ
れ
ま

す
。
二
〇
一
〇
年
は
、
藤ふ
じ

原わ
ら

京き
ょ
う

（
奈
良
県
）

か
ら
七
一
〇
年
に
平へ
い

城じ
ょ
う

京き
ょ
う

（
奈
良
県
）
に
都

が
移
っ
て
一
三
〇
〇
年
と
な
り
ま
す
。
平
城

京
は
七
八
四
年
の
長な
が

岡お
か

京
（
京
都
府
）
に
移

る
ま
で
政
治
や
文
化
の
中
心
地
で
し
た
。
現

在
、
平へ
い

城じ
ょ
う

宮き
ゅ
う

跡
第
一
次
大
極
殿
の
復
元
整
備

が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
に
完
成

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
併
せ
て
今
回
は
、

復
元
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
の
成
果
、
復
元

の
経
過
、
工
事
の
様
子
、
大
極
殿
院
の
模
型

や
実
物
大
鴟し

尾び

模
型
な
ど
も
展
示
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

今
回
展
示
さ
れ
る
主
要
な
遺
跡
や
出
土
品

を
時
代
順
に
少
し
紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、
鹿
児
島
県
の
種
子

島
と
岩
手
県
北き
た

上か
み

市
で
発
掘
さ
れ
た
二
つ
の

遺
跡
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

約
三
万
年
前
の
日
本
最
古
の
落
と
し
穴
？

鹿
児
島
県
中な
か

種た

ね子
町
大お
お

津つ

保ぼ

畑ば
た

遺
跡

鹿
児
島
県
種
子
島
の
熊く
ま

毛げ

郡
中
種
子
町
大

津
保
畑
遺
跡
で
、
二
万
七
千
年
前
の
静
岡
県

三
島
市
初は
つ

音ね

ヶが

原は
ら

遺
跡
な
ど
よ
り
古
い
、
約

三
万
年
の
落
と
し
穴
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が

一
二
基
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
落

と
し
穴
が
古
い
時
代
の
も
の
と
わ
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
落
と
し
穴
（
入
口
直
径

一
・
八
ｍ
、
深
さ
一
〜
一
・
三
八
ｍ
、
底
の
直

径
〇
・
七
五
ｍ
）
に
堆
積
し
た
土
の
上
層
部

に
、
約
三
万
年
前
に
降
っ
た
火
山
灰
が
堆
積

し
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
落
と
し
穴

の
年
代
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
落
と
し
穴
猟

の
は
じ
ま
り
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
遺
跡
で

す
。（
こ
の
遺
跡
は
、
写
真
パ
ネ
ル
の
み
の
展

示
と
な
り
ま
す
。）

旧
石
器
時
代
最
大
の
石
斧

岩
手
県
北
上
市
愛あ
た
ご宕
山や
ま

遺
跡

愛あ
た
ご宕
山や
ま

遺
跡
か
ら
、
二
〇
〇
六
年
に
旧

石
器
時
代
最
大
の
凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

製
の
長
さ

三
〇
・
八
㎝
、
幅
八
・
八
㎝
、
厚
さ
二
・

八
㎝
、
重
さ
八
二
五
ｇ
の
石
斧
が
出
土

し
ま
し
た
。
旧
石
器
時
代
の
石
斧
は
、

一
〇
㎝
前
後
の
も
の
が
多
く
、
大
き
く

て
も
二
〇
〜
二
五
㎝
程
度
の
も
の
で

す
。
愛
宕
山
遺
跡
の
石
斧
は
現
存
す
る

旧
石
器
時
代
の
石
斧
で
は
国
内
最
大
級

と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
型
の
石

斧
が
な
ぜ
遺
跡
に
の
こ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後
の
研
究
が

ま
た
れ
ま
す
。

縄
文
時
代
の
遺
跡
で
は
、
沖
縄
県
の
集
落

遺
跡
と
関
東
の
茨
城
県
と
東
京
都
の
貝
塚
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

南�

島
の
縄
文
物
語
―
ウ
ー
チ
ヌ
カ
ー
（
湧

水
）
が
今
に
伝
え
る

沖
縄
県
中な
か

頭が
み

郡
北ち
ゃ

谷た
ん

町
伊い

礼れ
い

原ば
る

遺
跡

沖
縄
本
島
の
中
部
、
東
シ
ナ
海
に
面
し

た
海
岸
部
に
あ
る
伊
礼
原
遺
跡
は
縄
文
時

代
前
期
か
ら
晩
期
（
約
六
八
〇
〇
年
前
〜

二
五
〇
〇
年
前
）
に
営
ま
れ
た
集
落
遺
跡
で

す
。
遺
跡
は
、
丘
陵
側
の
麓
に
み
ら
れ
る
湧

水
の
低
湿
地
と
海
岸
部
に
広
が
る
砂
丘
上
に

あ
り
、
低
湿
地
の
湧
水
（
ウ
ー
チ
ヌ
カ
ー
）

を
水
場
と
し
、
砂
丘
地
区
は
住
居
と
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
長
く
営
ま
れ
た
集
落
は

発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
０
９

第
一
会
場

落とし穴の断面　鹿児島県大津保畑遺跡
旧石器時代　約30,000年前

石斧（石斧の大きさがわかります）　岩手県愛宕山遺跡
旧石器時代　25,000年前

骨製品（ジュゴンやクジラの骨を利用）
沖縄県伊礼原遺跡　縄文時代中期〜晩期
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い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
中
期
前
半
か
ら

中
葉
に
か
け
て
環
濠
間
か
ら
外
の
北
東
部
に

方ほ
う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

群
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
期
後
半
に
は
濠
も
埋
め
つ
く
す
整
地
が

な
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
遺
跡
か
ら
は
、
銅
剣

の
鋳
型
片
、
銅ど
う

釧く
し
ろ

鋳
型
片
や
銅
鐸
鋳
型
片
な

ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
青
銅
器
の
製
作
、

供
給
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

銅
鐸
形
土
製
品
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
器
や
石
器
の
他
に
弥
生
時
代
中
期
中
葉
の

台
式
土
偶
が
出
土
し
て
お
り
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
縄
文
時
代
の
祭さ
い

祀し

習
俗
が
一
部
行
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

東�

端
の
青
銅
器
埋ま
い

納の
う

遺
構　

北
信し
な
の濃
弥　

生
社
会
の
見
直
し
迫
る

長
野
県
中
野
市
柳や
な
ぎ

沢さ
わ

遺
跡

二
〇
〇
七
年
に
長
野
県
北
部
に
位
置
す
る

貝
塚
で
す
。
貝
塚
は
、
東
西
約
一
四
〇
ｍ
、

南
北
約
一
八
〇
ｍ
で
、
馬ば

蹄て
い

形
に
広
が
る
貝

塚
東
側
部
分
の
調
査
で
、
主
に
縄
文
時
代
後

期
の
住
居
跡
や
墓
、
小
規
模
な
貝
塚
な
ど
が

点
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
遺

物
は
、
土
器
や
石
器
、
筒つ
つ

形が
た

土ど

偶ぐ
う

、
耳
飾
り
、

貝
製
の
装
飾
品
、
男
根
状
鹿ろ
っ

角か
く

な
ど
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
都
会
に
残
る
貴
重
な
貝
塚
で

す
。
貝
類
や
獣
骨
な
ど
の
自
然
遺
物
を
細
か

く
研
究
す
る
こ
と
で
、
縄
文
人
の
食
生
活
が

明
確
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

弥
生
時
代
の
遺
跡
で
は
、
大
阪
府
の
青
銅

器
の
供
給
地
と
さ
れ
る
遺
跡
、
最
東
端
の
銅ど
う

戈か

と
銅ど
う

鐸た
く

が
埋
納
さ
れ
た
長
野
県
の
遺
跡
、

大
陸
と
の
交
流
の
あ
っ
た
福
岡
県
の
遺
跡
の

三
遺
跡
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

中�

河か
わ
ち内
の
青
銅
器
の
生
産
工
房　

銅ど
う

鐸た
く

だ

け
で
な
く
銅ど

う

剣け
ん

も

大
阪
府
東
大
阪
市
鬼き

虎と
ら

川が
わ

遺
跡

鬼
虎
川
遺
跡
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
江
戸

時
代
に
わ
た
る
複
合
遺
跡
で
、
東
大
阪
市
の

東
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
一
九
七
〇
年
に

発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
、
道
路
工
事
に
伴
い
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
鬼
虎
川
遺
跡
は
、
弥
生
時

代
の
拠
点
的
集
落
で
、
前
期
初
頭
か
ら
営
ま

れ
、
さ
ら
に
中
期
前
半
に
は
環か
ん

濠ご
う

を
め
ぐ
ら

し
た
集
落
が
営
ま
れ
、
中
期
後
半
ま
で
継
続

し
て
い
ま
す
。
集
落
は
、
長
辺
四
五
〇
ｍ
、

短
辺
約
二
二
〇
ｍ
の
三
重
の
濠
に
囲
ま
れ
て

か
っ
た
よ
う
で
す
。
縄
文
時
代
前
期
の
貝
塚

の
貝
層
か
ら
は
、
ア
サ
リ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・

オ
オ
カ
ミ
・
イ
ノ
シ
シ
・
キ
ツ
ネ
・
サ
メ
・

イ
ル
カ
な
ど
の
歯し

牙が

で
作
っ
た
垂
れ
飾
り
や

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
骨
や
角
で
作
っ
た
刺し

突と
つ

具ぐ

・
釣
り
針
な
ど
、
中
期
の
貝
塚
の
貝
層
か

ら
は
ハ
マ
グ
リ
や
貝
輪
、
網
の
錘お
も
り

に
用
い
た

土
器
片へ
ん

錘す
い

も
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
縄
文

時
代
の
採
集
や
漁
撈
な
ど
縄
文
人
の
生
命
を

支
え
た
食
料
採
集
の
実
態
に
迫
る
資
料
群
で

す
。

三�

五
〇
〇
年
前
の
縄
文
カ
プ
セ
ル　

環
状

に
築
か
れ
る

東
京
都
北
区
西に
し

ヶが

原は
ら

貝
塚

西
ヶ
原
貝
塚
は
日
本
考
古
学
史
上
有
名
な

貝
塚
で
す
。
日
本
考
古
学
発
祥
の
地
と
さ
れ

る
品
川
区
の
大お
お

森も
り

貝
塚
が
発
見
さ
れ
た
翌
年

の
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
こ
ろ
発
見
さ

れ
た
縄
文
時
代
中
期
か
ら
晩
期
の
大
規
模
な

珍
し
く
、
こ
こ
か
ら
は
縄
文
時
代
前
期
の
南

島
爪つ
め

形が
た

文
土
器
と
呼
ば
れ
る
土
器
や
九
州
の

縄
文
時
代
前
期
の
曾そ

畑ば
た

式
土
器
と
呼
ば
れ
る

土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
本
州
、
新
潟
県

姫ひ
め

川か
わ

産
の
ヒ
ス
イ
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
ヒ

ス
イ
を
蛍
光
Ｘ
線
に
か
け
て
分
析
し
た
結
果
、

姫
川
産
と
わ
か
っ
た
の
で
す
。
新
潟
県
か
ら

直
線
距
離
で
一
五
〇
〇
㎞
も
旅
し
て
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
九
州
産
の
黒
曜
石

も
出
土
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
縄
文
時
代
中

期
か
ら
晩
期
の
動
物
の
骨
を
加
工
し
て
作
っ

た
骨
製
品
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
縄
文
人
は

板
子
一
枚
下
は
地
獄
と
も
呼
ば
れ
る
海
を
航

海
し
て
貴
重
な
も
の
を
手
に
入
れ
て
い
た
の

で
す
。
交
流
を
示
す
貴
重
な
出
土
品
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
こ
に
縄
文
人
達
の
生
き
る
力

強
さ
を
感
じ
ま
す
。

五�

〇
〇
〇
年
前
の
縄
文
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル��

斜
面
に
築
か
れ
る

茨い
ば
ら

城き

県
稲い
な

敷し
き

郡
美み

浦ほ

村
大お
お

谷や

貝
塚

関
東
平
野
の
東
部
、
茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦

村
に
縄
文
時
代
前
期
中
葉
（
約
五
五
〇
〇
年

前
）
〜
中
期
後
葉
（
約
四
五
〇
〇
年
前
）
に

形
成
さ
れ
た
大
谷
貝
塚
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

貝
塚
は
台
地
の
斜
面
に
形
成
さ
れ
台
地
上
に

集
落
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
貝
塚
は
霞か
す
み

ヶが

浦う
ら

（
茨
城
県
南
東
部
か
ら
千
葉
県
北
東
部
に
広

が
る
湖
。
湖
面
積
二
二
〇
㎢
）
か
ら
か
な
り

離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、

当
時
は
縄
文
海
進
で
内
海
と
な
り
、
貝
塚
と

漁
場
と
の
距
離
は
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な

土偶（筒型土偶の顔の部分　長さ5.5㎝、幅5.5㎝）
東京都西ヶ原貝塚　縄文時代後期

銅剣の鋳型の破片（黒色部分が銅剣の部分、鋳型は破損後
砥石に転用）　大阪府東大阪市鬼虎川遺跡　弥生時代
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高こ
う

社し
ゃ

山
西
麓
の
長
野
県
中
野
市
の
柳
沢
遺
跡

か
ら
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
埋ま
い

納の
う

坑こ
う

に

納
め
ら
れ
た
銅ど
う

戈か

七
本
と
銅
鐸
一
個
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、
さ
ら
に

埋
納
遺
構
周
辺
の
土
を
金
属
探
知
機
で
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
銅
戈
破
片
一
点
と
銅
鐸
四
個

体
分
の
破
片
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
遺

跡
に
は
、
銅
戈
八
本
と
銅
鐸
五
個
が
持
ち
込

ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
東
日
本
で

初
め
て
の
発
見
と
な
り
と
て
も
注
目
さ
れ
ま

し
た
。
銅
鐸
と
銅
戈
の
製
作
年
代
は
紀
元
前

二
世
紀
こ
ろ
で
、
埋
納
さ
れ
た
の
は
紀
元
前

後
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
埋
納
坑
が
見
つ

か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
北
に
千ち

曲く
ま

川
流
域
を
中

心
に
み
ら
れ
る
弥
生
時
代
中
期
の
礫れ
き

床し
ょ
う

木も
っ

棺か
ん

墓ぼ

が
見
つ
か
り
、
関
連
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。な

お
、
当
館
で
は
、
昨
年
度
夏
に
企
画
展

「
土
佐
発
掘
物
語
Ⅱ
―
謎
！
弥
生
時
代
の
青
銅

器　

発
見
と
発
掘
―
」
の
関
連
企
画
と
し
て

講
演
会
を
実
施
、「
青
銅
器
発
掘
物
語
―
出
雲

荒
神
谷
か
ら
信
濃
柳
沢
遺
跡
、
そ
し
て
土
佐

の
青
銅
器
―
（
愛
媛
大
学
准
教
授
吉
田
広
氏

講
演
）」
と
題
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
柳
沢

遺
跡
か
ら
は
二
本
の
貴
重
な
銅
戈
が
展
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。

伊い�

都と

国
の
環
濠
集
落　

大
陸
系
の
遺
物
が

ザ
ッ
ク
ザ
ク

福
岡
県
福
岡
市
西
区
今い
ま

宿じ
ゅ
く

五ご

郎ろ
う

江え

遺
跡

今
宿
五
郎
江
遺
跡
は
福
岡
県
今
宿
平
野
に

位
置
し
、
北
は
今
津
湾
に
面
し
た
弥
生
時
代

中
期
か
ら
終
末
期
の
大
規
模
な
環
濠
集
落
遺

跡
で
す
。
環
濠
は
谷
を
利
用
し
て
構
築
さ
れ
、

居
住
区
を
め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
環
濠
は
弥
生

時
代
後
期
後
半
に
ほ
と
ん
ど
が
埋
ま
り
、
次

第
に
谷
も
埋
没
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
岸
か
ら
大
量
の
土
器

が
谷
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

出
土
し
た
土
器
に
は
、
楽ら
く

浪ろ
う

郡
（
中
国
漢

王
朝
が
紀
元
前
一
〇
八
年
に
設
置
し
た
郡
。

西
暦
三
一
三
年
に
滅
ぶ
。
大
陸
文
化
の
中
継

地
と
し
て
重
要
な
位
置
を
な
し
た
。）
で
作
ら

れ
た
土
器
、
そ
し
て
銅
製
品
、
鉄
製
品
な
ど

朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
も
出
土

し
て
い
ま
す
。
木
器
に
は
、
短た
ん

甲こ
う

や
盾た
て

な
ど

の
武
具
も
あ
り
ま
す
。
今
宿
五
郎
江
遺
跡
は
、

こ
の
地
域
の
拠
点
的
集
落
と
し
て
国
内
外
と

交
易
な
ど
を
行
な
い
、
伊い

都と

国
（
中
国
の
歴

史
書
『
魏
志
倭
人
伝
』
に
み
え
る
国
の
一
つ
）

の
対
外
交
渉
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
で
は
、
南
九
州
の
鹿
児
島
県
の

墓
地
遺
跡
、
珍
し
い
形け
い

象し
ょ
う

埴は
に
わ輪
が
出
土
し
た

和
歌
山
県
の
古
墳
、
黄よ

泉み

の
世
界
を
垣
間
み

せ
る
島
根
県
の
未
盗
掘
古
墳
の
三
遺
跡
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
埴
輪
は
本
展
示
の

見
所
の
一
つ
で
す
。

伝�

統
の
墓
制
を
守
り
と
お
し
た
人
　々

南

九
州
の
古
墳
時
代

鹿
児
島
県
指い
ぶ
す
き宿
市し

南み
な
み

摺す
り

ヶが

浜は
ま

遺
跡

指
宿
市
南
摺
ヶ
浜
遺
跡
は
、
薩さ
つ
ま摩
半
島

南
部
鹿
児
島
湾
に
面
し
た
丘
陵
に
立
地
す

る
、
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代
中
期

後
葉
の
墓
地
遺
跡
で
す
。
発
掘
調
査
で
壺つ
ぼ

棺か
ん

墓ぼ

一
六
基
、
甕か
め

棺
墓
一
基
、
土ど

坑こ
う

墓
七
二
基
、

円
形
周し
ゅ
う

溝こ
う

墓
、
立り
っ

石せ
き

墓
二
五
基
な
ど
多
様
な

墓
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
立
石
墓
は
、

薩
摩
半
島
南
部
の
独
特
の
墓
で
、
埋

葬
さ
れ
た
土
坑
墓
や
壺
棺
墓
の
一
角

に
板
状
の
石
（
立
石
）
を
立
て
、
周

囲
に
壺
な
ど
の
土
器
を
供
え
た
も
の

で
す
。
立
石
は
墓
標
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
南
九
州
で
は
、
古
墳
以
外

の
墓
は
、
弥
生
時
代
以
来
の
伝
統
的

な
埋
葬
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
の
墓
の
変
遷
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
重
要
な
遺
跡
で
す
。

オ�

モ
テ
の
顔
と
ウ
ラ
の
顔

　

人
生
い
ろ
い
ろ
埴
輪
も
い
ろ
い
ろ

和
歌
山
県
和
歌
山
市
大だ
い

日に
ち

山や
ま

三
五
号
墳

和
歌
山
市
の
東
部
の
丘
陵
に
五
世
紀
初
頭

か
ら
七
世
紀
後
半
ま
で
営
ま
れ
、
約
八
五
〇

基
の
古
墳
か
ら
な
る
特
別
史
跡
岩い
わ

橋せ
せ
ん千
塚づ
か

古

墳
群
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
を
支
配
し
て

い
た
豪
族
紀き

氏
の
造
営
に
か
か
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
大
日
山

三
五
号
墳
は
、
六
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た
全

長
約
八
六
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
古
墳
の

「
造つ
く
り

出だ

し
」
と
呼
ば
れ
る
張
り
出
し
た
部
分
か

ら
多
数
の
埴
輪
や
須
恵
器
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
東
の
造
出
し
か
ら
は
、
家
形
埴
輪
、
そ

の
ま
わ
り
か
ら
翼
を
広
げ
た
鳥
形
埴
輪
（
一

頁
）、
水
鳥
形
埴
輪
や
猪
い
の
し
し・
犬
な
ど
の
動
物
埴

輪
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
西
の
造
出
し

か
ら
は
、
武
人
埴
輪
、
双そ
う

脚き
ゃ
く

輪り
ん

状じ
ょ
う

冠か
ん

帽ぼ
う

を
か

ぶ
っ
た
人
物
埴
輪
や
両
面
人
物
埴
輪
、
騎き

馬ば両面人物埴輪頭部（残存高19.2㎝、幅14.2㎝）
和歌山県大日山35号墳　古墳時代後期

埋納された銅戈と銅鐸
長野県柳沢遺跡　弥生時代中期
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配
し
た
寺
院
の
法
燈
の
展
開
を
知
る
こ
と
の

で
き
る
重
要
な
遺
跡
で
す
。

大
河
ド
ラ
マ
で
「
天
地
人
」
が
放
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
上う
え

杉す
ぎ

謙け
ん

信し
ん

の
後
継
者
を
め
ぐ
る

問
題
で
御お

館た
て

の
乱ら
ん

の
重
要
な
舞
台
と
な
っ
た

の
が
史
跡
鮫さ
め

ヶが

尾お

城
跡
で
す
。
景か
げ

虎と
ら

終
焉
の

地
か
ら
、
炭
化
し
た
お
握
り
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
布
の
跡
も
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
城
千せ
ん

畳じ
ょ
う

敷じ
き

遺
跡
（
織
田
信
長
居
館
跡
）

は
パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

近
代
で
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
山や
ま

下し
た

居き
ょ

留り
ゅ
う

地ち

遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
横
浜
は
、
安

政
五
カ
国
条
約
に
よ
り
安
政
六
（
一
八
五
九
）

年
に
開
港
、
外
国
人
の
居
留
地
が
山
下
や
山

手
地
区
に
営
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
か
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
柄
を
示
す
タ
イ
ル
な
ど
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
開
港
か
ら
国
際
都
市
へ

と
発
展
し
た
近
代
都
市
構
造
の
一
端
を
示
す

貴
重
な
遺
跡
で
す
。

時
期
の
工
房
の
井
戸
跡
か
ら
水
桶
に
転
用
さ

れ
た
古
墳
時
代
末
の
木
製
冑か
ぶ
と

が
出
土
し
て
い

ま
す
。
こ
の
冑
は
一
五
〇
年
間
使
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

中
世
遺
跡
で
は
、
二
遺
跡
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
中
世
宗
教
都
市
と

も
い
え
る
福
井
県
勝か
つ

山や
ま

市
の
史
跡
白は
く

山さ
ん

平へ
い

泉せ
ん

寺じ

旧
境
内
の
遺
跡
で
す
。
霊れ
い

峰ほ
う

白
山
の
越え
ち

前ぜ
ん

側
の
登
坂
口
に
位
置
す
る
山
林
（
山
岳
）
寺

院
で
す
。
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
後

半
の
国
内
最
大
級
の
石い
し

畳だ
た
み

道
や
石
垣
な
ど
が

発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
一
四
世
紀
は
じ
め
の
中

国
（
元げ
ん

）
の
景け
い

徳と
く

鎮ち
ん

窯よ
う

で
焼
か
れ
た
青せ
い

白は
く

磁じ

観か
ん

音の
ん

像ぞ
う

や
僧
侶
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
後

半
の
仏
具
や
茶
道
具
・
文
房
具
・
甲
冑
の
破

片
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
一
地
域
を
支

遺
体
か
ら
離
れ
て

立
て
掛
け
ら
れ
て

お
り
、
追
葬
時
に

先
に
葬
ら
れ
た
人

物
の
霊
力
を
封
じ

込
め
る
た
め
に
行

な
っ
た
行
為
と
考

え
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
も
調
査

が
継
続
中
で
す
。

次
に
古
代
か
ら
近
代
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、

主
要
な
遺
跡
の
み
を
紹
介
し
ま
す
。

古
代
の
遺
跡
で
は
、
宮
城
県
東
松
島
市
の

奈
良
時
代
の
矢や

本も
と

横よ
こ

穴あ
な

墓ぼ

群
・
赤あ
か

井い

遺
跡
、

新
潟
県
上
越
市
の
飛
鳥
〜
奈
良
時
代
の
延え
ん

命め
い

寺じ

遺
跡
、
光こ
う

明み
ょ
う

皇
后
が
建
て
た
と
さ
れ
る
新し
ん

薬や
く

師し

寺じ

旧
境
内
（
パ
ネ
ル
展
示
）、
岩
手
県
紫し

波わ

郡
矢や

巾は
ば

町
徳と
く

丹た
ん

城じ
ょ
う

跡あ
と

、
秋
田
県
北
秋
田
市

胡く
る
み桃
館だ
て

遺
跡
（
パ
ネ
ル
展
示
）
の
五
遺
跡
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
代
の
史
料
に
よ
る
と
現
在
の
新
潟
県
か

ら
山
形
県
、
秋
田
県
の
日
本
海
側
と
宮
城
県

か
ら
岩
手
県
に
及
ぶ
太
平
洋
岸
に
は
柵さ
く

や
城き

と
呼
ば
れ
る
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
蝦え
み
し夷
と
呼
ば
れ
る
人
々
を
支
配
す
る
拠
点

と
し
て
築
か
れ
、
城じ
ょ
う

柵さ
く

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

徳
丹
城
は
九
世
紀
初
め
に
造
ら
れ
た
律
令
国

家
最
後
の
城
柵
で
、
志し

波わ

城
を
移
転
し
た
城

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
徳
丹
城
が
築
か
れ
た

の
時
に
腰
に
ベ
ル
ト
で
装
着
す
る
矢
筒
を
か

た
ど
っ
た
胡こ

籙ろ
く

形
埴
輪
な
ど
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
翼
を
広
げ
た
鳥
形
埴
輪
や

頬
に
入
れ
墨
、
鏃
形
線
刻
の
あ
る
両
面
人
物

埴
輪
、
胡
籙
形
埴
輪
は
出
土
例
が
な
く
注
目

を
あ
び
て
い
ま
す
。

未み�

盗と
う

掘く
つ

の
古
墳
か
ら
の
ぞ
く
黄よ

泉み

の
世
界��

死
せ
る
者
の
み
が
み
た
風
景

島
根
県
出
雲
市
中
村
１
号
墳

出
雲
市
国く
ん

富ど
み

町ち
ょ
う

で
工
事
用
道
路
建
設
中
に

偶
然
発
見
さ
れ
た
盗
掘
さ
れ
て
い
な
い
珍
し

い
古
墳
で
す
。
横
穴
式
石
室
の
埋
葬
施
設
を

も
つ
、
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
前
半
の
古
墳

で
す
。
石
室
の
長
さ
は
一
〇
ｍ
、
二
基
の
組

み
合
わ
せ
石せ
っ

棺か
ん

が
置
か
れ
、
玄
室
の
石
棺
の

側
壁
の
前
に
は
燈と
う

明み
ょ
う

台だ
い

石い
し

が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
副ふ
く

葬そ
う

品
は
、
装
飾
大た

刀ち

三
振
、
鉄て
つ

鏃ぞ
く

約

一
〇
〇
本
、
馬ば

具ぐ

三
組
、
鏡
一
面
、
鈴
二
点
、

須す

恵え

器き

六
〇
点
な
ど
総
数
二
〇
〇
点
以
上
で

す
。
未
盗
掘
古
墳
の
た
め
葬
送
儀
礼
の
一
部

を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
追
葬
も
行

な
わ
れ
て
お
り
、
当
初
副
葬
さ
れ
た
大
刀
は

井戸から出土した木製冑（前後径24.5㎝、
高さ15〜17.3㎝）と複製品

岩手県矢巾町徳丹城跡　古墳時代末

炭化お握り
新潟県妙高市鮫ヶ尾城跡　戦国時代

胡
こ

籙
ろく

形埴輪（復元高96㎝、
復元幅約39㎝）　大日山35号墳

和歌山県和歌山市　古墳時代後期



愛宕山遺跡（岩手県）
旧石器時代

約25,000年前
あ た ご や ま い せ き

日本列島2009日本列島2009日本列島2009日本列島2009
されたされたされたされた

はっ
くつ

徳丹城跡（岩手県）
平安時代

約1,200年前
とくたんじょうあと

古代人のリサイクル 150年間使われた木の冑
かぶと

胡桃館遺跡（秋田県）
平安時代

約1,100年前
くる み だ て い せ き

日本のポンペイ 甦る古代の建物
よみがえ

延命寺遺跡（新潟県）
飛鳥時代～奈良時代

約1,300年前
え ん め い じ い せ き

「農は国の本なり」南越後の開発を指揮した役所のあと
もと

鮫ヶ尾城跡（新潟県）
中　　世

約450年前
さめがおじょうあと

上杉景虎終焉の地 戦火に焼けた握り飯
かげとら

中村1号墳（島根県）
古墳時代後期

約1,400年前
なかむら1ごうふん

未盗掘古墳からのぞく黄泉の世界 
死せる者のみがみた風景

み とうくつ よ　み

白山平泉寺旧境内（福井県）
中　　世

約500～400年前
はくさんへいせんじきゅうけいだい

意外に贅沢? 宗教都市の僧侶のくらし
ぜいたく

旧石器時代  約30,000年前

大津保畑遺跡（鹿児島県）
お お つ ぼ ば た い せ き

日本最古の落とし穴?
南の島の豊かな狩猟生活

旧石器時代最大級の石斧
その使用方法は?

矢本横穴墓群・赤井遺跡（宮城県）
奈良時代

約1,350年前
やもとよこあなぼぐん・あかいいせき

想いははるか故郷の空か? みちのくに果てた
あづまびとの墓

大谷貝塚（茨城県）
縄文時代前期～中期

約5,500～4,500年前
おおやかいづか

5,000年前の縄文タイムカプセル
斜面に築かれる

西ヶ原貝塚（東京都）
縄文時代後期～晩期

約4,000～3,500年前
にしがはらかいづか

3,500年前の縄文タイムカプセル
環状に築かれる

山下居留地遺跡（神奈川県）
近　　代

約150年前
やましたきょりゅうちいせき

開港150年 港ヨコハマの異人館
い じんかん

柳沢遺跡（長野県）
弥生時代中期

約2,000年前
やなぎさわいせき

最東端の青銅器埋納遺構 北信濃弥生
社会の見直し迫る

まいのう しな   の

岐阜城千畳敷遺跡（岐阜県）
近　　世

約450～400年前
ぎふじょうせんじょうじきいせき

夢幻のごとくなり 姿を現した信長邸
ゆめまぼろし

新薬師寺旧境内（奈良県）
奈良時代

約1,250年前
しんやくしじきゅうけいだい

建物の大きさは愛の大きさ? 光明皇后が建てた巨大寺院
こうみょうこうごう

鬼虎川遺跡（大阪府）
弥生時代中期

約2,100年前
きとら が わ い せ き

中河内の青銅器生産工房 銅鐸だけでなく銅剣も
どうたく どうけん

平城宮跡

文化庁主
催

縄文時代前期～晩期

約6,800～2,500年前

伊礼原遺跡（沖縄県）
い れ い ば る い せ き

南島の縄文物語 ウーチヌカー
（湧水）が今に伝える

弥生時代終末期～古墳時代中期

約1,800～1,400年前

南摺ヶ浜遺跡（鹿児島県）
みなみすりがはまいせき

伝統の墓制を守りとおした
人々 南九州の古墳時代

古墳時代後期

約1,500年前

大日山35号墳（和歌山県）
だいにちやま35ごうふん

オモテの顔とウラの顔
人生いろいろ埴輪もいろいろ

伊都国の環濠集落
大陸系の遺物がザックザク

い と こく かんごう

弥生時代後期

約1,900～1,700年前

今宿五郎江遺跡（福岡県）
いまじゅくごろうえいせき

展示される
遺跡だよ
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第
一
次
大
極
殿
一
帯
の
本
格
的
な
発
掘
調

査
は
、
一
九
六
五
年
に
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
（
現
・
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
研

究
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
に
よ
っ
て
始

ま
り
、
そ
の
後
継
続
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

大
極
殿
に
お
け
る
発
掘
調
査
の
成
果
、
そ
し

て
古
建
築
や
絵
画
な
ど
を
参
考
と
し
た
長
年

の
調
査
研
究
の
過
程
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
瓦
で
は
、
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
、

鬼
瓦
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
平
城
京

大
極
殿
院
の
百
分
の
一
模
型
（
長
さ
四
・
一
二

ｍ
、
幅
二
・
九
七
ｍ
、
高
さ
二
・
一
六
ｍ
）
や

復
元
さ
れ
た
鴟し

尾び

、
復
元
さ
れ
た
金
具
な
ど

も
展
示
し
ま
す
。

大極殿　CG

へ
い
じ
ょ
う
き
ゅ
う

せ
き

だ
い
ご
く
で
ん

鴟
尾

第
二
会
場
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平
成
二
十
一
年
春
に
「
出
張
体
験
学
習
・
出
張
授

業
」
の
ご
案
内
を
県
下
の
小
中
学
校
に
送
付
し
ま
し

た
。
当
館
職
員
が
希
望
、
依
頼
の
あ
っ
た
学
校
に
資
料
や
道
具
を
持
参
し
、
体
験
学
習
の
指

導
・
協
力
を
行
う
も
の
で
す
。
①
火
お
こ
し
体
験
②
勾
玉
づ
く
り
③
昔
あ
そ
び
④
よ
ろ
い
か
ぶ

と
を
身
に
つ
け
よ
う
⑤
昔
の
く
ら
し
⑥
歴
史
学
習
の
共
同
授
業
が
主
な
内
容
で
す
。
一
学
期
に

は
、
東
は
室
戸
市
、
西
は
中
土
佐
町
大
野
見
、
地
元
の
南
国
市
、
高
知
市
周
辺
等
の
十
数
校
か

ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、
各
校
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
学
期
も
す
で
に
、
い

く
つ
か
の
学
校
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
体
験
や
実
物
資
料
を
通
し
て
、

教
科
書
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
授
業
が
可
能
で
す
。
希
望
日
が
重
複
す
る
場
合
は
日
時
の
調
整

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
可
能
な
限
り
、
ご
希
望
に
応
じ
ま
す
。
館
職
員
・
解

説
員
・
歴
民
館
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
面
々
で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望
日
の

一
ヶ
月
前
ま
で
に
「
出
張
体
験
学
習
・
出
張
授
業
」
申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
申
込
み
後
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
寺
川
）

高
知
の
食
文
化
と
地
域
の
食
材
を

　
　
　
　
　
紹
介
す
る
、
歴
民
名
物
講
座
で
す
！

毎
月
第
三
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
講
座
で
、

毎
回
満
席
に
な
る
ほ
ど
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

県
内
各
地
の
伝
統
食
や
地
域
の
特
産
品
を
使
っ
て
の

様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が
受
講
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
歴
史
や
風
俗
、
そ
し
て
時
に
は
生
産
者
自

ら
の
講
座
を
聴
い
て
か
ら
い
た
だ
く
食
事
は
、
お
腹

に
も
こ
こ
ろ
に
も
届
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
か
ら
は
、
県
内
各
地
を
実
際
に
訪
ね
て
行

く
「
食
の
こ
こ
ろ
特
別
編
・
食
の
ふ
る
さ
と
講
座
」

を
三
月
ま
で
の
５
回
連
続
で
、
来
年
の
龍
馬
伝
に
合

わ
せ
て
、
龍
馬
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
な
が
ら
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
当
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

（
猪
野
）

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
！

６月安田町じねんグループさんの様子です

平
成
二
〇
年
の
「
絵
葉
書
展
」
の
際
、
津
野
町
の
下

元
健
起
さ
ん
よ
り
お
借
り
し
た
明
治
期
の
人
力
郵
便
物

配
送
車
が
、
本
年
六
月
当
館
に
寄
贈
さ
れ
、
こ
の
度
知

事
名
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

正
式
に
は
「
逓て
い

送そ
う

車し
ゃ

」
と
呼
ば
れ
る
本
資
料
は
、
明

治
期
の
錦
絵
に
も
登
場
す
る
逸
品
で
、
全
国
的
に
み
て

も
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

下
元
さ
ん
宅
に
ご
挨
拶
に
う
か
が
っ
た
時
、
実
際
に

こ
の
逓
送
車
を
牽ひ

い
て
い
た
逓
送
員
の
ご
子
息
、
宮
本

清
助
さ
ん
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
前
掛
け
に
ス
テ
テ
コ
み
た
い
な
格
好
で
、
父
と

他
の
二
人
と
交
替
で
、
舟
戸
―
葉
山
―
須
崎
間
の
郵
便

物
を
運
び
よ
っ
た
」
と
、
資
料
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
た

く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
適
切
な
環
境
で
管
理
す
る
と
同
時
に
、

「
な
る
だ
け
皆
に
み
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
下
元
さ

ん
の
ご
要
望
に
応
え
る
た
め
、
来
年
四
月
か
ら
の
新
常

設
展
の
目
玉
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
ホ
ー
ス
車
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
り
、
危

う
く
焼
却
さ
れ
か
け
た
り
と
、
幾
度
も
困
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
明
治
時
代
の
生
き
証
人
。
み
な
さ
ん
も
是
非

一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
日
付
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
功
労
者
で
あ

る
、
﨑
山
比
佐
衛
・
吉
村
繁
義
関
係
資
料
を
ご
寄
贈
い

た
だ
い
た
、
﨑
山
ひ
ろ
み
さ
ん
に
も
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

（
野
本
）

年
度
後
半
の
出
張
授
業

食
の
こ
こ
ろ
文
化
講
座

歴
民 

ニ
ュ
ー
ス

平成21年７月17日　下元邸前にて

当時の姿を今に伝える逓送車



平成21年10月〜11月の催し
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http://www.kochi-bunkazaidan.or.jp/~rekimin/
eメール：rekimin@kochi-bunkazaidan.or.jp

岡
豊
風
日
（
お
こ
う
ふ
う
じ
つ
）
第
69
号

平
成
二
一
年
九
月
一
日

編
集
・
発
行　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

〒
783
―
0044	

南
国
市
岡
豊
町
八
幡
１
０
９
９
―
１

	

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
８（
８
６
２
）２
２
１
１

	

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
８（
８
６
２
）２
１
１
０

開
館
時
間	

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休　
館　
日	

年
末
年
始（
12
月
27
日
〜
１
月
１
日
）、

	

臨
時
休
館
あ
り

観　
覧　
料	

通
常
期［
常
設
展
］大
人
（
18
才
以
上
）

	

450
円
・
団
体
（
20
人
以
上
）
360
円

	

［
企
画
展
］
常
設
展
示
込
み
500
円

	

　
　

・
団
体
（
20
人
以
上
）
400
円

無　

料
：	

高
校
生
以
下
、
高
知
県
及
び
高
知
市
長

寿
手
帳
所
持
者
、
療
育
手
帳
・
身
体
障

害
者
手
帳
・
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
・
被
爆
者
健
康
手
帳
所
持
者
と
そ

の
介
護
者
（
一
名
）

印
刷　

共
和
印
刷
株
式
会
社

文化庁主催「発掘された日本列島2009」

高知の食文化を味わう
9月12日㈯	 四万十町十和　おかみさん市
10月17日㈯	 吾北
	 吾北地区農漁村女性グループ研究会
11月21日㈯	 食のこころ特別編
	 ゆすはら周辺と文化ツアー
（12月・１月・２月・３月も特別編で現地へ出ます。）

　文化庁主催「発掘された日本列島2009」がこの秋開催さ
れます。
  この展示会は、文化庁が主催するもので、「全国的に注目
された発掘調査の成果をできるだけ早く、できるだけ多く
の皆様に、わかりやすくご覧いただくことを目的」に開催
されています。
　今年は全国各地から約610点の出土品などが巡回されます。
　また、今回は文化庁が取り組んでいる平城京跡第１次大
極殿復元整備が行われています。発掘調査成果や復元され
た模型なども展示します。
会　場：３階総合展示室・１階企画展示室　　　観覧料：500円

講演会
10月３日㈯　14：00〜16：00
「発掘された日本列島2009」

講師：文化庁文化財部記念物課文化財調査官

ワクワクワーク
10月12日（祝・月）　10：00〜11：00　定員30名
「勾玉を作ろう」

11月７日（土）　10：00〜11：00　定員30名
「ミニ銅鐸・銅鏡」「和同開珎」作りを実演します。

 平成21年10月３日㈯〜11月９日㈪
「あたらしい日本の姿、発見」

平成21年度　高知県立歴史民俗資料館　秋季特別展

★★★ 休館のお知らせ ★★★ 

●平成21年度　高知県立歴史民俗資料館　秋季特別展
　�「発掘された日本列島2009」の展示資料搬
出・搬入・展示のため下記の期間を休館とい
たします。
平成21年９月27日（日）〜10月２日（金）

●�歴史民俗資料館は改修工事のた
め下記の期間長期休館といたし
ます。

平成21年11月10日（火）

〜

予定平成22年３月20日（土）

展示室トーク
10月11日㈰　13：00〜14：00
10月31日㈯　13：00〜14：00

要予約 観覧料要
先着100名

申込
不要 観覧料要

文化庁編

『発掘された日本列島2009』朝日新聞出版刊 

『高知県立歴史民俗資料館研究紀要』第17号

『収蔵資料目録第14集　寺石正路関係資料
目録Ⅲ　考古分野　古鏡拓本編』

『特別展　兜−もののふの美意識−』

Ｂ５版　88頁　売価1,700円

Ａ４　64頁　売価400円

Ａ４　24頁　売価400円

Ａ４　12頁　売価100円
送料等についてはお問い合せください。

図録・研究紀要・目録等の販売

要予約 先着各30名

各回 要申込 今後の予定


